
１ 小児・AYA世代のがん患者に対する妊孕性温存療法 研修会(案) 

 
主催：沖縄県がん診療連携協議会 小児・AYA 部会 
共催：琉球大学医学部附属病院 がんセンター 

 
目的：小児・AYA 世代のがん患者に対する妊孕性温存療法の必要性やその具体的な方法

につていて啓発し、適応患者に選択肢としての情報が行き届くようになること 
 
対象者：医師及び医師以外のメディカルスタッフ 

 
対象医療機関：➀県立中部病院 那覇市立病院 

        ➁北部地区医師会 県立宮古病院 県立八重山病院 
        ➂その他の医療機関 
 
研修会プログラム（案）：講演 40 分・質疑応答 20 分 

 
講演： 

「小児・AYA 世代のがん患者に対する妊孕性温存療法について（仮）」 
演者：銘苅 桂子先生（琉球大学医学部附属病院 周産母子センター 教授） 

 

２ がん診療連携拠点病院及び診療病院における妊孕性温存窓口の開設について 

  部会にて今後協議予定 
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お問合せ 琉球大学医学部附属病院 がんセンター：石川

小児・AYA世代のがん患者に対する

妊孕性温存療法
に関する研修会

1/22 水

TEL：098-895-1369 FAX：098-895-1497

２０２０年 午後５時～６時

講 師

パネリスト

座 長

対 象

場 所 琉球大学医学部 臨床講義棟１階小講義室

銘苅 桂子先生
【琉球大学医学部附属病院 周産母子センター 教授】

百名伸之先生 【琉球大学医学部附属病院 小児科 講師・診療教授 】

森島聡子先生 【琉球大学大学院医学研究科 内分泌代謝・血液・

膠原病内科学講座（第二内科） 准教授】

當銘 保則 先生 【琉球大学大学院医学研究科

整形外科学講座(整形外科) 准教授 】

國仲弘一先生 【琉球大学大学院医学研究科

消化器・腫瘍外科学講座(第一外科)助教・診療講師 】

医師・メディカルスタッフ

参加費無料・申込不要
主催：沖縄県がん診療連携協議会 小児・AYA部会 共催：琉球大学医学部附属病院 がんセンター

青木陽一先生
【琉球大学大学院医学研究科 女性・生殖医学講座 教授】



場所

お問い合わせ

3/12 (木) 午後５時～６時

琉球大学医学部臨床研究棟１階

大学院セミナー室

座長

講師

対象

高江 正道 先生
【聖マリアンナ医科大学 産婦人科 講師】

医師・メディカルスタッフ

参加費無料・申込不要

琉球大学医学部附属病院がんセンター 石川

℡：098-895-1369 FAX：098-895-1497

主催：沖縄県がん診療連携協議会小児・AYA部会 共催：琉球大学医学部附属病院がんセンター

小児・AYA世代のがん患者に対する

妊孕性温存療法
に関する研修会

第２回

がん克服後に子供を授かる可能性をのこすために何ができるか

銘苅 桂子 先生
【琉球大学医学部附属病院 周産母子センター 教授】
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